
○A公立大学（国際環境工学部エネルギー循環化学科）の例

１． 「学部，学科又は課程，研究科，専攻ごとの教育研究上の目的」の例

【国際環境工学部の教育目標】
国際環境工学部、大学院国際環境工学研究科は、環境に配慮した持続可能で豊かな産業都市を目指すべく、地域の期待を集めて開

設されました。
本学では、これに応えるべく、優れた人材の育成と世界水準の技術開発を推進し、地域産業の活性化や市民生活の向上に貢献する

ことを目指します。

【エネルギー循環化学科の目的】
物質変換を含む物質の流れを理解し、その過程を制御して物質の生産や資源循環・環境改善技術を専門とする人材の養成

○B私立大学（工学部機械工学科）の例

＜学則上に規定される学部・学科の目的＞
（学部・学科の目的）
第２条の２ 第１条の目的にかんがみ、本学の教育目標を「自ら考え行動する技術者」の育成に定め、設置する学部及び学科にあって

は、次項から第５項までに定めるところに従い、社会において確かな技術者としての高い倫理観を備えた人材の育成に努めるもの
とする。

２ 工学部は、我が国の産業を支えてきたものづくりを担う人材の育成を目指す。
（1） 機械工学科は、ものづくりの基盤ともいえる機械関連分野において活躍できる人材の育成を目指す。

＜Curriculum Guidebookに規定される教育目標等＞
【工学部の教育目標】
我が国の産業を支えてきた「モノづくり」を規格大量生産方式から地球環境と調和した高付加価値生産方式に転換できる高い倫理観

を備えた人材の育成を目指す。

【機械工学科の学習・教育目標】
工学技術者としての活動から得た工学的な諸問題に対して、科学・工学・技術者倫理に基づいた観点から解決案を導出するとともに、

これを具体的な図面や技術文書を含む成果物として作り出すことができる機械技術者を育成する。

○教育情報の公表の促進「教育力の向上の観点から公表が求められる情報（例）」について

○C国立大学（法学科・法学プログラム）の例

２． 「知識・技能の体系」の例

C国立大学では、「学位」の質を保証し、学生が確かな学習成果を得るために「主専攻プログラム」を設定している。

プログラムごとに到達目標として，必要な知識・理解，能力，態度等を明示している。

○到達目標
(1)知識・理解 次の3つの知識・理解。
a)法体系全体の基本構成を原理的・構造論的に説明できる。
b)特定分野の個別の法律の理念および運用のあり方を説明できる。
c)初めて目にする法的紛争であっても、それが裁判所等によってどのように解決されるかを判断できる。

(2)当該分野固有の能力 次の4つの能力のうち、少なくとも1つ。
a)司法書士や行政書士等の法律専門職の国家資格を取得でき、また、法科大学院の法学既習者コース入学試験に合格できるレベル

にあると判断される能力。
b)国家公務員又は地方公務員の法律職採用試験に合格でき、また、弁護士等事務所職員として勤務し、裁判所職員として勤務できる

レベルにあると判断される能力。
c)法的素養を持ったジェネラリストとして企業に勤務できると判断されるレベルの能力。
d)法的視角から政治的現象を分析できる能力。

(3)汎用的能力 次の5つの能力のうち、aを含み少なくとも3つ。
a)情報・メディアリテラシー、バランス感覚、国際感覚、問題分析能力、創造的思考力、言語運用能力。
b)文章ないし言葉で自分の考えを的確に表現でき、交渉や折衝ができる能力。
c)外国語を用いて交渉を行う能力。
d)地域の特性を理解し、活用できる能力。
e)価値の多元性を理解できる能力。

○プログラムを通して獲得が期待される態度・姿勢
次の2つの態度・姿勢。
A)高い人権意識を持つ。
B)個人の尊厳を尊ぶ。

○プログラム履修にあたって望まれること
法化社会という新しい社会状況を迎えるにあたり、リーガル・マインドとともにリーガル・リテラシーを身に付け、問題発見、課題処理、結果の評価

といった局面において、国際化、情報化、地域化(地方分権化)などの社会変動に対応できる総合能力を持つための潜在能力があること。すなわ

ち、ネイティブ教員および日本人教員による外国語による授業を理解する外国語能力、情報技術に関する基本的知識、および、法律の専門書を
読みこなし、法的文書を作成するための前提となる基本的国語力。



○B私立大学（工学部機械工学科）の例

B私立大学では，各学習課程において、科目間の連携をフローで表し、科目群毎に学生が身に付けることができる

能力として「科目群の学習・教育目標」を明示している。

○修学計画能力：機械工学科において何を学ぶか、機械工学とは何かの概念を得る。また、機械工学科教育プログラムの学習・教育目標を把握
し、自らの修学プランを立案することができる。

○設計（基礎）能力：設計の基本原理（力の伝達、役割分担、自己充足、安定性と不安定性、実体設計の考慮点）と各種機械要素の機能と原理を
理解し、これらの知識を機械および機械システムの設計に効果的に応用することができる（詳細設計を行うことができる）。

○製造・加工能力：切削加工、塑性加工、特殊加工、機械材料、熱処理など、製造･加工に関する基礎的な知識を学び、部品図面に記述された技
術的要求仕様を満たしながら、最も経済的に製造できる加工法や材料を選択することができる。

○コンピュータ援用能力：近代的なエンジニアリング･ソフトウエアの理論と使用法を理解し、設計から製造に至る様々な過程で現実的な複雑さを
持つ工学的諸問題を、コンピュータを援用して迅速に解決することができる。

○力学応用能力：機械の強度設計や性能設計に必要な力学各分野の基礎知識（工業力学、材料力学、振動工学、熱力学、流体力学など）に精
通することにより、これらの知識を、安全で効率の高い機械や機械システムの概念設計や基本設計（性能設計も含む）に応用することができる。

○システム化能力：機械の自動化・システム化に必要な計測・制御に関連する基礎を修得する。また、機械関連分野で使用されている計測･制御
装置の原理を理解し、機械の自動化・システム化に効果的に応用することができる。

○専門応用能力：これまでに学んできた実技教育科目、専門基礎科目の知識を統合・発展させ、現実的な複雑さを持つ工学問題の解決に応用す
る。機械工学の専門分野、ここでは「ビークルシステム」「創製プロセス」「エナジー＆メカニクス」の3 分野のうち、1 分野（コア）を選択し、そのコアを

一つの題材として専門知識の発展と総合化を計り、応用することができる。

○プロジェクトデザイン能力：工学的諸問題に対して、プロジェクトデザイン過程に基づき解決案を創出し成果を得ることができる。更に、理論的
なアイディアや技術的なアイディアを具体的な図面や技術書面、レポート等で明確に表現することができ、そのアイディアの有効性を実証するため
に、試作や実験を計画･実行･分析し、その機能や性能を評価し改善することができる。

○進路計画能力：機械工学に関する産業界の動向、求められる技術者像、就職環境などを把握して、将来の進路を展望し、自らの進むべき方向
を決定することができる。

英国サセックス大学の「経済学（B.A.)」プログラムの例

３． 「学修の成果にかかる評価及び卒業の認定」の例

○教育プログラムの目的（経済学（B.A.）の例）

１．経済学のディシプリンにおける訓練を提供すること。学生に経済学に
対して関心を持たせ、分析的・批判的な観点から経済・社会問題を検討
することを促すこと
２．柔軟なカリキュラムを提供し、経済学以外のアプローチや方法論を
探求することを可能とし、様々な見方に対して開かれた心と柔軟性を身
に付けさせること
３．支援的な学習環境を提供すること
４．一般的なスキルを提供し、分析的に思考をし、明瞭に表現をし、独立
して仕事をやりぬき、締め切りを守り、イニシアティブを発揮することを可
能とすること
５．経済学固有のスキルを提供し、経済学理論と経済学データを分析し
評価すること、一貫した論理的な議論を構築すること、経済学における
研究を独立して行うことを可能とすること
６．教育コースのレビューと評価のプロセスに参加させること

○教育プログラムの学習アウトカム

A．知識と理解
A1．経済学のコアの原則についての知識を身に付けること（コアの原

則はQAA の経済学についてのsubject benchmark に規定されている

もの） など

B．知的スキル
B1．経済問題について本質的な特徴に焦点を当てるための抽象化

をすることができ、政策効果について評価するための枠組みを提供す
ることができること など

C．実践スキル
C1．必要な経済情報やデータをどこで探せばよいかに関する知識を

身に付けること など

その他選択科目として７科目を履修することが必要
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【参考①】体系的な科目履修に関する取組

○F私立大学の例

【授業科目の種類と履修のレベルの設定】

本学には基盤教育院が提供する科目と学群が提供する科目があります。科目によっては，先修条件，履修年次，レベルが定められ
ているものがあります。それぞれの卒業要件に従って計画的に学習することが肝要です。

先修条件
科目によっては先修条件が付いているものがあります。先修条件とは，「ある科目を履修するためには別の科目の単位を修得済
みであることが条件となる」ということです。授業科目一覧表を確認し，充分注意してください。

履修年次
科目には履修することのできる年次が定められています。履修年次が「２」と示されている授業科目は２年次以上であれば履修す
ることができます。

レベル
科目にはその内容に応じて，レベルが定められています。それぞれ１００，２００，３００，４００で設定されており，１００から４００へと
段階的にレベルが高くなります。レベルに沿って学習を進めることにより，段階的かつ系統的な学習ができます。

【ＧＰＡ制度】

本学では，各科目の成績の平均値（Grade Point Average＝以下「ＧＰＡ」とする）を用いて，アドバイザーが履修指導を行っています。

このＧＰＡ制度は，学習を効果的に進めてその質を高めるため，導入されました。ＧＰＡは学生の成績を数値化し，客観的にモニターす
るためのツールです。ＧＰＡにより，学生は学習効果を自分自身で把握することができるため，個人の能力や意欲に合わせて主体的か
つ充実した履修を行い，学習効果をあげることができます。ＧＰＡ制度のもとでは，学生は一度登録した科目は責任を持って確実に履
修することが求められます。ＧＰＡは卒業判定にも用いられます。学生は各自のＧＰＡを常に認識し，学習計画をたてる必要があります。

ＧＰＡによる指導等（同「履修ガイド」より抜粋）
① １の学期のＧＰＡが２．０未満となった学生に対しては，本人を呼び出し，アドバイザーによる注意と指導を行います。
② ＧＰＡ２．０未満が２学期連続，または通算で３学期になった学生に対しては，本人および保証人（保護者等）を呼び出し，

アドバイザーによる注意と指導を行います。
③ ＧＰＡ２．０未満が３学期連続，または通算で４学期となった学生に対しては，教授会の議を経て退学を勧告します。
④ 入学時から卒業時までの通算ＧＰＡが３．５以上の学生は，卒業時に，成績優秀者として表彰します。

卒業要件（同「履修ガイド」より抜粋）
卒業するには，本学において定められた期間の在学，定められた授業科目を含む１２４単位以上の修得のほか，入学時からの通算

ＧＰＡが１．５以上であることを要します。

【参考②】「学修の成果」に関する取組

○G私立大学の例

3.50009.131.859.1221Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｖｅ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｓｋｉｌｌｓ ＡＩ春1071200109
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G私立大学では，授業の成績評価の分布についてホームページ上で公表。

教育の質の保証の観点から、成績評価の透明性や信頼性を高める取組として行い、学生の学習意欲の向上を図る。

学生による授業評価の結果についても，
授業科目の担当教員に結果を通知して授
業改善に役立てるほか，集計結果につい
てはホームページでの公表を行っている。

図は，文学部の授業科目において，「シ
ラバスに沿って授業が進められたか」とい
う設問に対する集計であり，４（そう思う）
～１（そう思わない）で回答させた結果。

なお，０は「回答できない」を示し，人数は
授業科目の規模（受講者数）を表す。

１～60人規模のクラス 61～200人規模のクラス

シラバスに沿って授業が進められたか


